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土日は「サイエンス教室」で小学生に理科の実験
を教え、平日は高校で生物学を教えています。一
人でも多くの人に科学に興味を持ってもらいた
い、楽しんでもらいたいと思い、仕事をしています。
教育の効果は短期間ではわかりませんが、長期
的に子供たちと接することで、彼らの成長を垣間
見られるところにやりがいを感じています。教室で
行った実験を自宅でもやってみたという話を聞い
たり、「野菜のアクってなに？」といった日常生活で
出会った科学の疑問を質問してもらったりすると、
子供達のやる気に応えたいと頑張っている自分が
います。

小学生の時の夢は学校の先生、中学・高校の時
の夢は研究者でしたが、大学に入ってからは教育
職と研究職のどちらに進むべきか決めかねていま
した。修士1年の時に就職活動と教育実習を行う
ことで、教育職に就くことに決めました。教育実習
で「この生徒たちの成長を見守りたい」と強く思っ
たことがきっかけだったと思います。「将来の科学
者を育てるためには、自分が科学者としての経験
をしていないといけない」という考えと、「悔いが残
らないように研究をしたい」という我がままから博
士課程へ進学。そして現在の職に就いています。

私は大学を選択するとき、生物についての
研究がしたいと漠然と考えていました。薬学
部、農学部、理学部のどれも面白そうだから
と思い、複数の学部を受験しました。しかし、
今思うとどの学部に行ったかによって将来は
大きく変わっていたように思います。学部や
学科によってなりやすい職業は違いますし、
同じ学科でもどの研究室に所属するかによ
って異なります。大学や研究室で何を学び
たいかということも重要ですが、どんな職業
に就きたいかを具体的に考えて、進路を選
択することも大切ではないかと今では思って
います。

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と家庭とのバランス 進路選択に対してのメッセージ

私は結婚しても仕事を続けたいと以前から
考えていました。今年の3月に結婚すること
ができましたが、夫は私が働くことに賛成し
てくれているため、現在も仕事を続けていま
す。私の仕事は平日休み、夫の仕事は土日
休みであるため、休日を二人でゆっくり過ご
すことはできませんが、仕事を早く終わらせ
て、できるだけ早く帰宅することで家族との
時間をとるようにしています。家事は二人で
分担しているため、それほど負担になってい
ませんが、今後子育てをするようになっても
夫の理解と協力のもと、仕事と育児を両立
させたいと思っています。
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